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2 交通量と EOG の関係性について 
2・1  EOG の記録 










る．EOG はサンプリング周波数 1 kHz，バンドパスフィ
ルター0．08〜30 Hz で記録し，0．15〜2．0 Hz 帯域（運
転時に 2．0 Hz 以上の周波数帯域には EOG は記録され
なかった）における EOG パワー積分値を求めるオリジ
ナルプログラムを用いた． 






図１ 交通状況に依存した低周波 EOG パワー積分値の
変化 (N=10， Mean±SEM，paired t-test， *p<0．05)． 
 









































3 漫然運転時の EOG 




作を行わせた．車の混雑度はレベル 0 もしくは 4 とし，
乱雑さは標準レベルとした．被験者に操作開始前後で
睡眠心理スケール（1．非常にはっきり目覚めている．








る状態で記録された 1 分間の EOG と比較した． 
3・2  覚醒時と漫然時の EOG 特性の相違  
上記のシミュレータ条件では，単調な高速道運転に伴
い，集中力の低下や眠気が誘発される可能性が考えられ







の EOG 積分値が減少するものと想像される． 
 異なる道路状況，運転状況で同様な実験を繰り返し




による EOG が特徴的に混入してくる事があげられる． 
 
図 3 漫然運転時には覚醒時に比べ EOG パワー積分値
が有意に減少する（N=5， Mean±SEM，paired t-test， 
*p<0．05） 
 
 SEM は無意識に発生する眼球運動であるが 0．5 Hz
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